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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・利用者様満足度アンケート調査が10月1日～11月30日までの2ヶ月間実施となってます。

各自、ＷＩＺの掲示板で確認しておいてください。

＜栄養指導情報＞

・岩崎　誠一様～体重減少してきているが、本人様は『疲れもないし、体も軽くて楽になってきた。』と話されている。経過観察していきます。
・庭野　弘樹様～お団子類を食べるのを減らせてきているとの事。
・高坂　博英様、向井　敦子様2名10月1日栄養指導実施予定。

＜外来情報＞
・佐々木　歩様～H24年6月､職場をリストラされ､就職活動を行うもうまく行かず､H25年2月､職業訓練校へ入学。H25年3月､彼女(精神疾患有)から突然別れを告げられ､以後､連絡が取れなくなったことで､悩むようになる。4月､職業訓練校を卒業し､就職活動を行うも､うまくいかず､毎日飲酒するようになった。H25年8月､飲酒運転をして､免許剥奪。翌9月初旬､別れた彼女を町で見かけたことで､現在の自身の状況への悩みや､元彼女のことを思い出すようになり､抑うつ感､意欲の低下､食欲の低下､睡眠の悪化が出現。1ヵ月で3～4㎏体重が減量。睡眠も､中途覚醒が著しく､睡眠時間が3～4時間程(以前は8時間)となった。動悸･後頭部の痺れ･倦怠感等の身体症状も感じるようになった。その後も症状が持続し､不眠に対して強いストレスを感じていたことから､精神科受診を検討して､当院へ相談があり、本日当院初診。神経症と診断され、ハルラック（催眠鎮静剤）、フルニトラゼパム（催眠鎮静剤）、メイラックス（抗不安剤）が処方となる。
＜新患情報＞

・西原　隆三様(38歳)
　　　高校受験の失敗や、高校1年生時にいじめ、暴力行為を受けていたことがあり、以後自身の性格が急に変わったように感じていた(物事をはっきりと伝えることが出来なくなり、おとなしくなっていたと話している)。

Ｈ11年頃よりデーリー東北にて勤務。当時は支店へ配属となっていた。Ｈ22年4月頃にデーリー東北[本社]へ異動。以後販売等の業務を行っている。

異動直後より、業務の指示が思い出せないことや指示内容が頭に入ってこない感覚があった。また、集中力の低下や不眠、動悸等の症状が出現。本人自身では、空間把握能力が低下しているように感じると話している。夜間の睡眠はムラがあるが、22時頃就寝するが、朝方まで寝付くことが出来ない日もある。食欲は低下しているが、なんとか食事摂取できている(3食/日)。現在服用している薬は特にない。不眠、集中力低下、動悸等の症状が持続しており、会社を欠勤する日数も増えているとの事。今回、上記症状の軽減を目的として、当院へ受診相談がある。9月28日(土)10時30分来院、11時30分診察予定。
・小泉　智恵子様（81歳）
　　　現在、八戸市にて長男嫁、孫と3人で生活している。

　H20年頃に自宅を新築にしてから、今までと使い方が変わったものが多くなり、火の消し忘れが何度か見られたことで、その後より家事は全くやらなくなった。また、同じ話を繰り返すことや確認することがあったが、生活に支障は無く、家族は年相応であると感じていた。H22年頃より、自宅の鍵を閉め忘れることや、日付や曜日がわからなくなることがあった。その後、徐々に認知機能の低下が認められ、通帳を閉まってすぐに｢盗られた｣と話すことや、探し物をしているが途中で何を探しているかを忘れてしまう、1分前のことを覚えていない様子が見られるようになった。H25年4月頃より、夜間外に出て、自宅に戻ることを繰り返す行動や、玄関と部屋を行き来する行動が見られるようになり、かかりつけ医であった石田温泉病院へ相談し、抗認知症薬が処方となった(ｱﾘｾﾌﾟﾄ5㎎)。また、夜間に誰かと話しているような独語をして玄関に向かっていくことや、小さい子が2人で来ていて、｢ご飯を食ったか？｣と話し掛けていることや、店員と会話しているような独語が聞かれていた（いずれも夜）。また、夜にテレビを見ておきていることや、物をあさっていることが多くあり、殆ど眠れていない状態が続いている。日中は家族が自宅にいない為、確認できていない。H25年9月に入り、本人の部屋に長男嫁が入った際に、長男嫁を睨みつけて「テレビが消えた！」と易怒的に訴えることがあり、｢隣の人に言ってくる｣と自宅を出て行くことがあった。長男嫁に対する被害妄想が増悪し、｢嫁に殴られた｣｢蹴られた｣等の被害的な訴えを近隣住民に話しており、近隣住民からは施設に入れた方がよいと助言をもらっていた。H25.9.4左上肢の痺れが出現し泣き叫ぶことがあり八戸西病院へ救急搬送されるが異常所見は無かった。H25.9.6再度痺れが出現し泣き叫ぶことや｢警察が怖い｣と訴えて、石田温泉病院を受診するが、話を傾聴することで落ち着いていた。石田温泉病院主治医より、認知症の症状が疑われる為、専門医を受診するよう促され、当センターへ相談。9月30日(月)11時来院、12時診察予定。
＜勉強会＞

・ＨＤＳ－Ｒ、ＭＭＳＥの勉強会行っております。
